





               


















































 『李文忠公事略』は 22 丁から成り、そのサイズは 23.8
×15.2 ㎝である。本の扉には、呉汝綸自身による「李文
忠公事畧」という揮毫があり、次の頁に李鴻章の肖像が一
枚ある。奥付に「明治 35 年 10 月 13 日印刷」、「明治 35 年





 明治 35 年とは 1902(光緒 28)年のことで、呉汝綸は
この年の 6 月 9日に随員とともに大沽を出発し、長崎、














































































遊叢録』と『李文忠公事略』の印刷及び発行日は同一であり、それぞれ 1902 年 10 月











































して洋務事業に 30 年以上も従事しており、李の信頼を受けた人物である。 






























台条約」の締結（1876 年）、黄河治水（1899 年）による功績があったからである。 
















具体的には、1862 年に李は江蘇巡撫に任命され、僅か 6500 人の淮軍を率いて上海に
着任した。着任後、常勝軍の力を借りて太平天国軍を鎮圧し、同時に「各国の軍事力












































































































































































































て実行してきた。前の 10 年の間の事はすべて上奏文に残っている。中間の 10 年は上
奏文を幕僚に頼むことがあったものの、総理衙門への書翰はみな自ら作成していた。





























 また、李の死後である 1908（光緒 34）年に、『李文忠公全集』（また『李文忠公全書』
と称する、86 冊）が金陵で刊行され、これには李文忠公奏稿（80 巻）、李文忠公朋僚
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